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答：１ 

 

〔解説〕 

（１）コイルの自己インダクタンス L〔H〕 は、L =
μn2 π r2

ℓ
 〔H〕 から 

求める（右図）。この式から、コイルの自己インダクタンス L は、 

コイルの巻き数（n）の二乗に比例する。 

（２）コイルのリアクタンス XL〔Ω〕 は、XL = ωL = 2πfL  

であり、周波数 f に比例する。 

（３）コイルに流れる交流電流の位相は、加えた電圧の位相

に対し90 度 (
π

2
〔rad〕) 遅れる。Ｌ に流れる交流の 

ＥとＩの関係を右に示す。 

 

〔参考〕πr2 〔m2〕 = 半径 r 〔m〕  のコイルの断面積  

 

 

 

・題与のコンデンサ C1 と C2 による直列接続合成静電容量を C とすれば、 

 
1

C
=

1

C1
+

1

C2
=

1

5
+

1

20
=

4+1

20
=

5

20
 ⇒ C = 4〔μF〕 

試験問題の出典：令和 7 年 11 月期 第一級アマチュア無線技士国家試験 無線工学（HZ711） 
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・コンデンサに蓄えられるエネルギー W は、W =
1

2
CV2〔J〕 であるから、題与の 32〔μJ〕 および上に

求めた C = 4〔μF〕 をこの式に代入すれば、 32 =
1

2
× 4 × V2 ⇒ V2 = 16 ⇒ V = 4〔V〕  

・上に求めた C = 4〔μF〕 と V = 4〔V〕 を Q = CV に代入すれば、 

 Q = 4 × 4 = 16〔μC〕  静電誘導により C1 の電荷も 16〔μC〕であるから、V1 =
Q

C1
 に代入すれば、

V1 =
16

5
= 3.2〔V〕 

答：３ 

 

〔別解－1〕 

・V1 =
Q

C1
=

Q

5
     V2 =

Q

C2
=

Q

20
      V = V1 + V2 =

Q

5
+

Q

20
=

5Q

20
       上述から V = 4〔V〕  

⇒ 
5Q

20
= 4   ⇒ Q = 16      これを V1 =

Q

C1
  に代入すれば  V1 =

Q

C1
=

16

5
= 3.2〔V〕 

 

〔別解－2〕 

・静電誘導により C1 と C2 には同じ電荷 Q が蓄えられるから   Q = C1V1   Q = C2V2 

  ∴ C1V1 = C2V2 ⇒ 5V1 = 20V2 ⇒ V1 = 4V2 ⇒  
1

4
𝑉1 = 𝑉2 

・上記から V = 4〔V〕  V1 + V2 = 4 に    
1

4
𝑉1 = 𝑉2  を代入すれば、V1 +

1

4
V1 = 4 ⇒ 

5

4
V1 = 4  

⇒ V1 = 4 ×
4

5
=

16

5
   V1＝3.2〔V〕 

 

 

 

答：３ 
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〔解説〕 

（１） 題与の回路のインピーダンス Z は、Z = √R2 + (ωL −
1

ωC
)2  で表され、共振時リアクタンス分が

０となるから題与の回路の共振周波数を f0 とすれば、ωL −
1

ωC
= 0  ⇒ ωL =

1

ωC
  

⇒ ω2 =
1

LC
 ⇒ ω =

1

√LC
 ⇒ f0 =

1

2π√LC
    ∵  ω = 2πf0 

Z = √R2 + (ωL −
1

ωC
)2 ⇒ 共振時 ωL −

1

ωC
= 0 から Z = √R2 = R  から I0 =

V

Z
=

V

R
  

   （２）共振周波数 f0 から ∆f だけずれ、信号エネルギーが f0 におけるエネルギーの 1/2となる上限周波

数 f3 および下限周波数 f2 を想定（題与図）したとき、先鋭度 Q は、Q =
f0

f3−f2
で表される。 

 

 

 

・S が開のときの直流電源電圧を E とすれば、電流 I は、I＝
E

5＋20
＝

E

25
 〔A〕 

・S を閉じたとき、 20〔Ω〕 と RX は、並列接続ゆえその合成抵抗 R′ は、 
1

R′ =
1

20
+

1

RX
 

   
1

R′ ＝
Rx+20

20Rx
 ⇒ R′＝

20Rx

Rx+20
  従って、回路全体の抵抗 R は、R＝5＋R′   ⇒ R＝5＋

20Rx

Rx+20
   

・題意から、上述で得られた合成抵抗 R に流れる電流 I′ は、I′ =
E

R
    題意から  I′ = 3I  ゆえ、 

3I＝
E

R
 ⇒ 3 ×

E

25
=

E

R
 ⇒ 

3

25
=

1

R
 ⇒ 3R = 25 ⇒ R =

25

3
 ⇒ 5＋

20Rx

Rx+20
=

25

3
 

  
20Rx

Rx+20
=

25

3
−

15

3
=

10

3
 ⇒ 60Rx = 10Rx + 200   50Rx = 200 ⇒ Rx = 4 〔Ω〕 

答：１ 

 

〔別解〕 

・S が開のときの直流電源電圧を E とすれば、E = I(5 + 20) = 25I 

・S を閉じたとき、回路の 20〔Ω〕 と RX は、並列接続ゆえその合成抵抗 R′ は、
1

R′ =
1

20
+

1

RX
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1

R′
＝

Rx+20

20Rx
 ⇒ R′＝

20Rx

Rx+20
  従って、回路全体の抵抗 R は、R＝5＋R′  ⇒ R＝5＋

20Rx

Rx+20
 

・題意により、R を流れる電流は、3I ゆえ    E = 3IR ⇒ 25I = 3IR ⇒ R =
25

3
 

・上で求めた R を代入すれば、5＋
20Rx

Rx+20
=

25

3
 ⇒ 

20Rx

Rx+20
=

25

3
− 5 ⇒  

20Rx

Rx+20
=

10

3
 

  ⇒ 60𝑅𝑋 = 10𝑅𝑋 + 200 ⇒ 50𝑅𝑋 = 200 ⇒ 𝑅𝑋 = 4〔Ω〕 

 

 

 

答：４ 

 

〔解説〕 

フォトトランジスタは、フォトダイオードよりも応答速度が遅い。応答速度は、トランジスタの CB 間

接合容量と負荷抵抗により決まる。フォトダイオードの場合は、外付け増幅回路が必要であり、これ

が応答速度に影響する。 

 

 

 

答：５ 
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答：５ 

 

〔解説〕 

（１）直列接続の 2 個の D に V〔V〕掛かっているから、１個では V/2〔V〕となる。 

（２）図２から D は、VD＝0.6〔V〕まで ID が流れないから、直列２個の D では 1.2〔V〕までは 

 ID は零（０）である。 

（３）V＝1.6〔V〕のとき、１個の D に掛かる電圧は 0.8〔V〕ゆえ、この時の電流は 20〔mA〕 

（４）一般に D の温度が上昇すれば、VD が低下する傾向にあるから、①の特性になる。 

 

 

 

54 = 20log10
E

4×10−3 ⇒ 2.7 = log10
E

4×10−3 

2.7 = 3 − .03 = 3log1010 − log102 = log10
103

2
= log10500 ⇒ log10500 = log10

E

4×10−3 

⇒ 500 =
E

4×10−3 ⇒ E = 500 × 4 × 10−3 = 2000 × 10−3 = 2〔V〕 

答：２ 
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入力（R、S）＝（0、1） ・・・① 

  （R、S）＝（0、0） ・・・② 

  （R、S）＝（1、0） ・・・③ 

  （R、S）＝（0、0） ・・・④ 

の順に入力 ⇒ 出力を辿れば次図の通りとなる。 

 

 

 

 

 

以上から出力（X、Y）＝（0、1）となる。 

答：４ 

 

 

 

無変調時の電力を PC 、被変調波の平均電力を Pm 、変調度を M とすれば、Pm = PC(1 +
M2

2
) 。 

題与の諸元をこの式に代入すれば、 132 = 100 (1 +
𝑀2

2
) ⇒ 

132

100
= 1 +

𝑀2

2
 ⇒ 

𝑀2

2
= 1.32 − 1  

⇒ 𝑀2 = 0.64 ⇒ 𝑀 = 0.8 ⇒ 𝑀 = 80〔%〕 

答：４ 
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答：４ 

 

〔解説〕 

（１）周波数変調波の占有周波数帯幅  B 〔kHz〕 は、搬送波の最大周波数偏移を fd 〔kHz〕 とし、変調信

号波の最高周波数を fs 〔kHz〕 とすれば、B ≒ 2(fd + fs) で表される。ただし、1 < 変調指数 < 10

とする。 

（２）変調指数  mf  は、mf =
搬送波の最大周波数偏移：fd

変調信号波の最高周波数：fs
  で表される。 

（３）周波数変調波の振幅は、入力信号波の振幅が変動しても一定ゆえ全電力で変化しない。 

 

 

 

・第２局部発振周波数 fL2 は、  fL2 = f1 + f2   （USB） 

・第１帯域フィルタ出力中心周波数 f1＝4,500〔kHz〕 

第２帯域フィルタ出力中心周波数 f2＝7,055〔kHz〕 

・fL2 = 4,500 + 7,055 = 11,555.0〔kHz〕 

答：３ 
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答：２ 

 

 

 

答：５ 

 

〔解説〕 

（１） 高周波増幅回路には、 

①使用周波数帯域での電力利得が高いこと、発生する内部  

雑音が小さいこと、 

②回路の非直線性によって生ずる相互変調歪みによる影響 

が少ないことなどが要求される。 

（２） 高周波増幅回路において有害な影響を与える第３次の相互変 

調ひずみについては、 

①回路に基本波信号のみを入力したときの入出力特性を測定する。 

②基本波信号およびこれと周波数の異なる信号の二信号を入力したときに生ずる第３次の相互
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変調ひずみの入出力値を測定し、これをグラフ化する（上図）。 

（３）（２）の測定から図に示すようにそれぞれの直線部分を延長した線の交点Ｐ（インターセプトポ

イント）を求めれば、この数値の高さにより増幅回路の不要信号に対する強さを評価すること

が出来る。インターセプトポイントの数値が高いほど大きな不要信号に耐えられる増幅回路と

なる。従って、P1 よりも P2 の方がインターセプトポイントの数値が高く相互変調ひずみに強

いといえる。 

 

 

 

答：２ 

 

 

 

答：３ 

 

〔解説〕 

・短絡電流 𝐼𝑆𝐶：太陽電池が直接短絡された状態における電流。 

・開放電圧 𝑉𝑂𝐶：太陽電池の端子間に何も接続しない開放時の電圧。 

・動作点 P：太陽電池から出力を取り出す点 (𝑃 = 𝑉𝑂𝑃 × 𝐼𝑂𝑃) 

・太陽電池の出力は、右図         面積（𝑃 = 𝑉𝑂𝑃 × 𝐼𝑂𝑃 ）が最大となる点を 

 動作点 P として設定する。 
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・題与のツェナーダイオード Dz の規格により Dz に流し得る最大電流 IZ〔A〕 は、IZ =
P

Vz
  から求め る。 

但し、P：ツェナーダイオードの許容電力〔W〕、VZ：ツェナー電圧〔V〕 とする。 

 題与の諸元を上式に代入すれば、IZ =
P

Vz
=

1

4
= 0.25〔A〕 

・題意から、安定抵抗 R の抵抗値 R〔Ω〕 は、 R =
入力電圧−ツェナー電圧

Dzの最大電流IZ
=

8−4

0.25
= 16〔Ω〕 

・負荷抵抗 RL に流し得る電流 IL の最大値 ILmax は、IZ〔A〕 に等しく、0.25〔A〕になる。 

答：１ 

 

 

 

答：４ 
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〔参考〕 

同軸ケーブルの波長短縮率：波長短縮率＝伝送線路上の電磁波の波長÷真空中の電磁波の波長。 

同軸ケーブルの波長短縮率は、芯線と外部導体の間の絶縁材（充実ポリエチレン、発泡ポリエチレ

ン、テフロンなど）により決まる。 

5D-2V、8D-2V などの充実ポリエチレンを使用した同軸給電線の場合は約 67 ％、発泡ポリエチレンの

場合約 88 ％。詳しくはケーブルメーカーの資料参照。 

短縮率を考慮しながら若干長めに同軸給電線を切断し、同軸給電線の先端の芯線と外部導体を短絡さ

せ、開放端に高周波源及び SWR 測定器を接続し、所定周波数を同軸給電線に供給し、その時の SWR

を測定する。SWR を測定しながら同軸給電線の長さを切り詰め、SWR＝1 にする。この時の同軸給電

線の長さが、波長短縮率を反映した給電線長となる。 

同軸給電線は、どの長さでもインピーダンスは変わらないが、負荷（アンテナ）インピーダンスを同

軸ケーブルインピーダンスに整合させなければ定在波が発生し、同軸給電線からの不要輻射、送信電

力損につながる。 

 

 

 

電圧反射計数γは、𝛾 =
𝑍𝑅−𝑍0

𝑍𝑅+𝑍0
=

75−50

75+50
=

25

125
=

1

5
= 0.2          𝑉𝑆𝑊𝑅 =

1+𝛾

1−𝛾
=

1.2

0.8
= 1.5  （γ ≤ 1） 

return loss = 20log10

VSWR + 1

VSWR − 1
= 20log10

1.5 + 1

1.5 − 1
= 20log10

2.5

0.5
= 20log105 = 20log10

10

2
 

⇒ return loss = 20(log1010 − log102) = 20(1 − 03) = 14〔dB〕 

答：１ 
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導波管の遮断周波数  fc は、  fc =
Vc

2a
=

3×1010

5
= 0.6 × 1010 = 6 〔GHz〕  （1G＝1×109） 

但し、Vc：光の速度（300,000〔m/s〕）、 a：方形導波管の長辺の内法〔cm〕 

答：２ 

 

 

 

答：１ 

 

 

 

・題与式の E0 は、𝐸0 =
7√𝐺𝑃

𝑑
 から求める。G は、相対利得の真数であるから 7〔dB〕を真数に変換す
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れば、 7 = 10log10G ⇒ 0.7 = log10G  0.7 = 1 − 0.3 = log1010 − log102 = log10
10

2
= log105 

∴ log105 = log10G ⇒ G = 5         P = 5〔W〕、𝑑 = 20〔𝑘𝑚〕 を上式に代入すれば、 

 𝐸0 =
7√5×5

20×103 ⇒ 𝐸0 =
35

20×103   

・波長λは、 𝜆 =
300

150
= 2〔𝑚〕   以上を題与式に代入すれば、 

E =
35

20 × 103
×

4 × 3.14 × 20 × 10

2 × 20 × 103
=

35 × 4 × 3.14

4 × 106
=

439.6

4 × 106
= 109.9 × 10−6 ≒ 110〔μV/m〕 

答３ 

 

 

 

答：４ 
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答：２ 

 

〔解説〕 

大地は、通常電解質の水分を含む導電体である。接地抵抗を測定するとき、直流を使用すれば分極作

用が生じ、正しい測定が出来ない。従って、測定は、三本の接地棒を等間隔に離して設置してコール

ラウシュブリッジを使用した交流電圧により測定する。 

 

 

・ホイートストンブリッジ 

                            可変抵抗 RSを用いて未知の抵抗 RXを測定する｡ 

                            𝑅1𝑅𝑥 = 𝑅2𝑅𝑠 ⇒ 𝑅𝑥 =
𝑅2

𝑅1
𝑅𝑠 

 

 

 

  

  ・コールラウシュブリッジ 

  ホイトストーンブリッジ回路を応用したもので、電源に交流を使う。

未知の抵抗 Rxは、大地に埋められた電極の接地抵抗。 

𝑅𝑋𝑅𝐵𝐶 = 𝑅𝑅𝐴𝐶 ⇒ 𝑅𝑋 =
𝑅𝐴𝐶

𝑅𝐵𝐶
𝑅   

𝑅𝑋 が電解質の大地に埋められているとき、電気分解反応により接触

組成が変化し、正しい接地抵抗が得られないときに使用する。 
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答：３ 

 

 

 

答：ア：２、イ：１、ウ：２、エ：２、オ：１ 

 

 

〔解説〕 

ア：トムソン効果・・温度差のある導体に電流を流すと、特定の場所で熱が吸収または放出される。 

ウ：ペルチェ効果・・異なる金属や半導体を接合し、ここに電流を流せば接合部分で熱の吸収または

放出が起こる現象。 

エ：表皮効果・・導体に高周波電流を流したとき導体の表皮部の電流密度が大きくなって電流が流れ

易くなる一方、中心部の電流密度が小さくなって電流量が減少する現象。 
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答：ア：8、イ：9、ウ：10、エ：1、オ：2 

 

 

 

答：ア：3、イ：10、ウ：7、エ：1、オ：9 

 

 

 

答：ア：1、イ：5、ウ：3、エ：7、オ：9 

 

〔解説〕 

題与の回路は単相全波整流回路。振幅（電流の最大値）を Im とすると、 

平均値 =
2

π
× 最大値 =

2Im

π
   実効値 =

最大値

√2
=

Im

√2
 

波形率 =
実効値

平均値
=

Im

√2
2Im

π

=
Im

√2
×

π

2Im
=

π

2√2
=

3.14

2 × 1.41
= 1.113 ≒ 1.11 

Im = √2 × 波形率 × 実効値 = 1.41 × 1.11 × 1 = 1.565 ≒ 1.57 

永久磁石可動コイル形電流計は、一般に正弦波交流測定に使用されるので、目盛は波形率で換算し、

正弦波交流の実効値を直接測定できるようにしてある。 
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題与の図から入力に最大値 Im の正弦波電流が流れており、永久磁石可動コイル形電流計にはダイオー

ドで全波整流された脈流の平均値(平均値 =
2

π
× 最大値 =

2Im

π
) が表示される。 

 

 

 

答：ア：6、イ：1、ウ：9、エ：5、オ：3 

 

〔解説〕 

スプリアス領域とスプリス発射の強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：総務省 総合通信基盤局「無線設備の『スプリアス発射の強度の許容値』の見直し（平成 17 年 12 月）） 

 

〔参考〕「BN」とは、帯域外領域及びスプリアス領域の境界の周波数を算出するために用いる必要周波

数帯幅をいう。この場合における必要周波数帯幅は、占有周波数帯幅の許容値とする。 
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無線設備の試験に関し、技術基準適合証明における特性試験では、変調は上側波帯または下

側波帯で 1,500Hz 正弦波を使用し、高周波電力計で空中線電力の飽和レベルの 80％ 程度に

なるよう低周波発振器のレベルを調整するよう定められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 著作権法などによりこの解説・解答書の内容は、個人使用に限定し、商用使用はできません。 


